
地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター（東京都健康長寿医療センター研究所）・東京都健康長寿医療セ
ンター研究所・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６７４

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

複雑ネットワーク解析による認知症初期像の検討

Complex network structure in dementia: a graph theoretical analysis.

２０３４８９３１研究者番号：

下地　啓五（Shimoji, Keigo）

研究期間：

１５Ｋ０９９４４

平成 年 月 日現在３０   ６ ２５

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：3D-T1強調像と拡散テンソル像の両方を用いてグラフ理論を用いた複雑ネットワーク
解析を行った。複雑ネットワーク解析では最初に全脳に関心領域を設定し拡散テンソルトラクトグラフィーを行
うことで関心領域間の結合の強さを計量し、関心領域間の結合の強さをグラフ理論を用いて解析し脳全体を１つ
の複雑ネットワークとみなして、疾患特異的なネットワーク特性があるか検討した。ネットワーク特性の解析と
並行してq-space imaging(QSI)による脳微細構造の検討も行った。QSIによる検討では中性脂肪が高いほど半値
幅；full width at half maximum(dFWH)が優位に上昇していた。

研究成果の概要（英文）：Complex network analysis using graph theory was performed using both 3D-T1 
weighted images and diffusion tensor images. In complex network analysis, we first set the region of
 interest in the whole brain and perform diffusion tensor tractography to weigh the strength of 
binding between regions of interest and analyze the strength of binding between regions of interest 
using graph theory. We considered the whole brain as one complex network and investigated whether 
there is a disease specific network characteristic. In parallel with the analysis of network 
characteristics, we also examined the brain microstructure by q-space imaging (QSI). In the study by
 QSI, the full width at half maximum (dFWH) was dominantly higher as the neutral fat was higher.

研究分野： 放射線科学

キーワード： MRI　brain　diffusion tensor imaging
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
我が国では高齢化の進展とともに認知症

の人数も増加している。65 歳以上の高齢者で
は平成 22 年度の時点で 7 人に 1 人が認知症
とされ、認知症の前段階と考えられている
MCIも加えると4人に1人の割合とされてい
る。 
古典的には認知症の症状は中核症状（記憶

障害、見当識障害、理解・判断力の障害、実
行機能障害、感情表現の変化）と行動・心理
症状（不安・焦燥、うつ状態、徘徊、幻覚・
妄想）に大別される。近年はこうした診断基
準を満たす状態はかなり進行した認知症で
あり早期治療にはつながらないという観点
から、臨床症状による評価方法が広く診断に
用いられている。しかしこのような臨床症状
のみによる評価法では結果にばらつきが大
きく、何らかの医学的介入を行っても効果判
定が不確実になりやすい。 
心血管疾患や糖尿病などの身体疾患には、

血圧、血糖値といった身体疾患発症前から活
用できる生物学的マーカーが多数存在する。
その一方でアルツハイマー病をはじめとす
る認知症は、現在でも疾患発症後の臨床症状
による評価法が主体で、発症前から活用でき
る生物学的マーカーとなる客観的指標はほ
とんど存在しないことから、アルツハイマー
病を含む各種認知症の発症・進行過程を確実
に反映する客観的評価法の確立が求められ
ている。 
２．研究の目的 
最近の非侵襲的な脳画像解析の発展は、脳

神経疾患における有力な生物学的マーカー
になり得ると注目されている。本研究ではア
ルツハイマー病を含む各種認知症で生じる
脳の初期変化を捉え、脳神経疾患発症早期か
ら活用できる客観的指標の開発を念頭に
q-space imaging(QSI)による脳微細構造の検
討を行った。 
３．研究の方法 
3D-T1 強調像を VBM の手法を用いて灰白質

容積の評価を行い、アルツハイマー病を含む
各種認知症に特異的な脳萎縮を評価した。 
拡散テンソル像を用いて、アルツハイマー

病を含む各種認知症に特異的な白質障害を
評価し定量した。 
q-space imaging(QSI)による種々の脳微細

構造マップを作成し、認知症と深く関連する
ことが知られている既知の臨床指標との関
連を検討した。 
４．研究成果 
今回の検討ではTGが高いほど半値幅；full 

width at half maximum(dFWH)が優位に上昇
していた。また桿状核好中球が高いほど dFWH
が優位に上昇していた。また分節核好中球が
高いほど dFWH が優位に上昇していた。また
シスタチンＣが高いほど dFWH が優位に上昇
していた。また IRI-60 が高いほど dFWH が優
位に上昇していた。また CPR-60 が高いほど
dFWH が優位に上昇していた。また IRI-210 が

高いほど dFWH が優位に上昇していた。しか
し LDL が高いほど dFWH が優位に低下し、
VO2PEAK(ml/kg/min)が高いほど dFWH が優位
に低下していた。また分節核好中球が高いほ
ど max probability(maxP)が優位に低下して
いた。また IRI-60 が高いほど maxP が優位に
低下していた。また CPR-60 が高いほど maxP
が優位に低下していた。また IRI-210 が高い
ほどmaxPが優位に低下していた。またgul-30
が高いほど maxP が優位に低下していた。 
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